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安全な登下校を目指して  

                                    教務主任 政木 宏文 

１学期も約２ヶ月が経ちました。１・２年生は、スタートアップセミナーや交流学習・神戸への校

外学習、台湾の中学生との交流など他者を知る・仲間作りの機会が非常に多くありました。３年生は、

修学旅行でクラスや学年の仲を深めることができました。みんなが互いを認め合い、協力しながら充

実した時間を過ごすことができました。 

 さて、５月７日から、松井ケ丘小学校区の山手西・松井交野ケ原地域と薪小学校区の一部地域から

の自転車通学の試行がスタートしました。昨年度から自転車通学に向けて、駐輪場の整備や通学路の

設定、自転車通学ルールの策定などたくさんの準備を行ってきました。市教育委員会や田辺警察署の

方々にも、子どもたちが安全に通学できるよう、矢羽根の標示や自転車安全講習にご協力いただきま

した。 

 自転車通学がスタートして約１カ月が経ちますが、誰一人自転車による事故やケガが無く、ほっと

しています。今後梅雨の時期を迎えます。雨天時でも、安全に自転車通学できるように心がけましょ

う。また、今年の４月から自転車の交通ルールも変更となり、安全運転に対する社会全体の意識も高

まっています。本校においても、ヘルメットの着用や一時停止の徹底、ながら運転の禁止など、大住

中学校自転車安全利用五則を策定し、自転車通学をする生徒に限らず自転車に乗る人全員が基本的な

ルールをしっかり守るよう引き続き指導していきます。各家庭でも、お子様の通学の様子を見守って

いただくとともに、交通ルールやマナーについてお声かけいただきますようお願いいたします。 

 ２週間後には、期末テスト、１ヶ月後には綴喜夏季大会です。これまでの学びや練習の
成果を十分に発揮できるよう、日々の積み重ねを大切にしましょう。学習面においては、日々の授業

を大切にし、計画的に復習を進めましょう。部活動では、仲間と支え合いながらそれぞれの目標に向

かって最後まで粘り強く取り組みましょう。これから気温や湿度が高くなり、疲れがたまりやすい時

期ですが、規則正しい生活や体調管理を心がけましょう。 

 

３年生 修学旅行（in 北九州）！５月19日（火）～21日（木） 

  ５月19日（火）～21日（木）の３日間、３年生は北九州（福岡方面）へ修学旅行に行ってきました。心

配していた雨も、日ごろの行いのおかげでしょうか、大降りにならずに済んですべての

行程を順調に時間通り行うことができました。 

２日目は施設別研修で、北九州エコタウン、安川電機みらい館、TOTOミ

ュージアム、シャボン玉石けん、ゼンリンミュージアム、門司電機通信を見

学しました。自分たちの身の回りにあるものの発展の仕方などを目の当たり

にして、深く考える機会となりました。午後からは、福岡市内での班別自主活動

でミッションクリアを目指しました。 

３日目は九州国立博物館、太宰府天満宮での班別散策などクラスや班で充実した時間を過ごすことができ

学び舎 
ま な         や 令和８年度 大住中学校学校だより６月号 



ました。事前に学習したことをもとに、仲間との交流を深めながら、現地での体験や学習を行い、充実した学

習内容になったと考えています。普段できない活動を通して、新しいクラス、学年での仲間との絆がより一層、

深まったことと思います。その学びをぜひ事後学習で伝達してください。 

  修学旅行中の詳細はさくら連絡網でお知らせした IDとPWでご覧ください。６月中まで公開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動の様子は学校だよりをはじめ、学校 HP にて随時更新していきますので、ぜひご覧く

ださい。その際、「  いいね」ボタンを押していただくと励みになります。 

学校HP→ 

 ２年生 校外学習（in 神戸）５月28日（木）  

５月28日（木）心配だった雨も全く降らず、全行程を終えることができました。1995年１月17日に発

生した阪神淡路大震災。今から約３１年前の出来事になりますが、ここから社会ではいろいろな変革がありま

した。地震に対する向き合い方など過去を教訓にして、自分たちの生活について再度考える機会となりました。 

また午後からは班別自主研修を行いました。班員とルートを決め、ルールを守って神戸市街を散策すること

ができたでしょうか。調べてきたことは、事後学習でまとめていく予定です。 

 

 

 

 

 



 １年生 交流学習（「大住ふしぎ発見！2026）５月29日（金）  

 １年生の学年行事「大住ふしぎ発見！2026」が５月29日に行われました。フィールドワーク・クラスマッ

チを通して親睦がより深まったのではないでしょうか。また出身小学校区以外の地域の良さや特徴を発見して、

この「大住」の地域をより深く知る機会となったと思います。 

 今回、発見したことについては事後学習でまとめ、６月の授業公開で発表する予定です。ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

６月の行事予定 

２日（火） 尿検査（二次） 

３日（水） ３年生校内実力テスト 

５日 (金)  生徒総会 

６日（土） 綴喜夏季陸上大会  

８日（月） 内科検診２年生 

９日（火）～15日（月）テスト前部活動停止 

16日（火） 期末テスト１日目（給食あり） 

17日（水） 期末テスト２日目（給食あり） 

19日（金） 内科検診１年生男子 

20日 (土) 山城陸上大会 

22日（月） 内科検診１年生女子＋若竹女子 

23日（火） 歯科検診２年 

25日（木）～26日（金）授業公開日  

                                ※台湾の中学生との国際交流の様子 

台湾の中学生と国際交流を行いました！  

５月13日（水）に台湾の静修中学校、21日（木）に康橋中学校が修学旅行の交流学習で大住中学校を訪

れました。13日は２年生、21日は１年生がいろいろ企画をし、おもてなしをしました。合唱曲を歌ったり、

自己紹介をしたり、課題を協働でクリアしたり…と言葉は違うけれど、お互いに思いを伝えようと交流を楽し

むことができました。静修中学校はまた来年もお願いしたい！と熱望されて帰っていかれました。後日、感謝

のメッセージポスターが届き、２年生廊下に掲示しています。 

  

教育実習生、奮闘中！！ 
  ５月１2日（火）から６月２日（火）まで13名の教育実習生が母校である大住中学校に戻ってきてくれま

した。こんなにたくさんの学生が実習に来ることは珍しく、お互い切磋琢磨しながらの３週間だったと思い

ます。最後の週は、研究授業ということで、緊張しながらも３週間で学んだことを盛り込みながら授業をお

互い見合いました。実習期間は大変だったと思いますが、先生になってまた母校であるこの大住中学校に戻

ってきてくれることを心より願っています。ありがとうございました。 



５月18日（月）３校時、２年４組の社会の授業にお邪魔しました。「地形図を読み取るための技術を身に

つけよう」というめあての授業でした。16方位の確認から始まり、地形図から実際の距離を求める方法を確

認しながら、間違いやすいポイント「トラップ」についても考えました。実際に入試問題にも出題されるこ

とが多いので、単位の変換など規則性を捉えて問題を読み解いていました。先生は、地形図を読み取るに

も、問題を読み解くにもいくつかのポイントがあるから気を付けて、と伝えていました。グループで、練習

問題を解きながら、ここに気を付けなければいけないな、という気づきを持ちながら考えることができてい

ました。 

先生は２年１組の担任でもあります。若さを生かして、いろいろなことに積極的に 

取り組んでいます。まずは地理分野から社会科の授業を改革しようと熱意を燃やしていま 

す。授業のこと、生徒指導のこと、部活動のことなど自ら学んでいます。 

 

５月27日（水）１校時、１年２組の道徳の授業にお邪魔しました。本日は「おかしな礼儀」という話題

で考えを深めました。１年生の５月に大切にしてほしいこととして、学年主任から「言葉」を挙げられてい

たことを話題に、中学生としての言葉づかいや「敬語」について考えを交流しました。「中学生に敬語は必

要か？」という問に、ネームプレートを使って、自分の考えを黒板で表示しました。２組の考えは、「中学

生でも敬語は必要だ」でした。本当にいる？と先生に「いらんのちゃう？」と揺さぶられても、「大人への

第一歩」ということで必要という意見が変わることはありませんでした。ただ、最終、敬語を使うにも言う

だけではなく、思いも大切にしなあかんな、と考えることができていました。 

先生は今年度道徳教育推進教師として、道徳を深めていきたいと勉強中です。 

数学科の授業では、授業の開始にモニターに計算問題を出して、パッパッと答えられ 

る練習をして、学びが定着するように工夫しています。 

 

５月29日（金）３校時、２年２組の国語の授業にお邪魔しました。。清少納言の「枕草子」の単元でし

た。第一段の「春はあけぼの…」をみんなで暗唱していました。生徒たちは、校外学習あけの授業で、少し

疲れも見えましたが、夏まではすらすら暗唱できるようにと頑張って取り組んでいました。その後、本時の

めあて「『かわいいい』という言葉について考えを深めよう」に向けて、清少納言の「かわいい」と思うも

のを整理しながら、現在自分たちの使っている言葉やかわいいと思う対象について目を向けながら考えを深

めていました。生徒の使う「やばい」も「げろい」という言葉の中にも「かわい 

い」が含まれているのだということを聞いて、先生は「言葉は変わるものです 

ね。」と伝えていました。 

先生は学校全体の教育相談の担当でもあります。生徒一人ひとりに寄り添った 

指導を行うにはどうしたらいいのか、ということをいつも研究しながら全職員に 

伝えてくれています。 
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